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流域単位を原則として、個々の事業規模が小さい等から個別

箇所ごとの予算管理を行う必要性が低い事業を包括的に補助

する制度を創設。

［対象事業］

都道府県等が、5年以内で実施予定の事業の箇所、事業内容等

を記載した事業計画を作成。

総合流域防災事業 

総合流域防災事業のイメージ 

大規模河川改修や 
ネック橋梁の改築等 

全域のハザードマップ 
作成 

直
轄
河
川
 

情報基盤 
整備 河川改修 

河川改修 

河川 
改修 

砂防設備 

地すべり 
防止施設 

火山砂防 

遊水池 

個別補助 

個別補助 

１つの総合 
事業として 
実施 

思川流域 

小貝川流域 

那珂川流域 鬼怒川流域 

直轄河川 

公共団体 
管理河川 

協議会区域設定のイメージ 

約630億円（特定治水施設等整備事業費等を含む）

なお、原則として流域単位に「総合流域防災協議会」を設置し、直轄事業及び都道

府県施行事業の双方について情報共有・調整等を行う。

整備前

整備後情報基盤整備、砂防基礎調査 
浸水想定区域図・ハザードマップ調査 等 

砂防設備・ 
地すべり防止施設の整備 等 

河川改修、堤防の質的整備、 
洪水氾濫域減災対策 等 ハード 

ソフト 

水害対策 土砂災害対策 

都道府県等 国 

事業計画を 
踏まえた交付申請 

予算の範囲で各年 
ごとに一括交付 

地域主導の川づくり地域主導の川づくり ：総合流域防災事業補助

3 交付手続き

4 平成19年度国費

5 ハード対策の事例

2 事業計画

1 事業概要
［河川改修］

［情報基盤整備］

浸水想定区域図（河川管理者作成） 

 

避難場所 

災害時要援護者が 
主に利用する施設 

情報の 
伝達経路 

地下空間の 
分布 

避難先の 
位置・名称 

避難時の心得、 
持ち物 

浸水想定区域 
・浸水深の明示 

連　絡　先 
・行政機関 
・医療機関 
・ライフライン 
　管理機関 

［洪水ハザードマップの整備］

6 ソフト対策の事例

雨量計

水位計

CCTVカメラ
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